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第3国人間らしく生き働くための

1/18 愛知県集会開催
愛知健康センター、愛労連、あいち

職場の健康問題研究会と名古屋過労死

弁護団、民医連、愛商連が共同主催し

て 「第 3回 人間らしく生き働くための

愛知県集会」を 1月 18日 、愛知県勤

労会館小ホールで開催しました。

労働組合、民主団体、過労死家族の

会など20団 体 ・61名 が参加し、人

間らしさをとりもどすためがんばって

いる、職場や地域でのさまざまなとり

くみを交流しました。

集会では、名古屋中地域センターが

とりくんでいる 「ノー ・残業デー」の

報告がされました。毎月第 2水 曜日は

、朝ピラを入れて宣伝とよびかけを行

ない、残業はせず早帰 りをすすめてい

ます。国家公務員の職場では、定時に

なると 「家路」のメロデーが流される

ようになりました。

運輸
一
般労働組合では、集団交渉で

十

労働時間が所定2000時間こえている会

社は、50時間以上短縮する。年間休日

回数を85日以_とにする。 (日曜祝祭田

は年間65日) 1週 間所定労働時間は

44時間以内とする。年間総労働時間が

2500時間を大幅にこえる会社は、上限

を2800時間とする38協定を締結する。

などと労働時間短縮がとりくまれてい

ます。

名南労連では、大同特殊鋼の4名 の

過労死労災認定闘争を家族と職場の支

援する労働者をはげましながらとりく

んでいます。署名が現在、団体が154

個人が5300名集まっています。

名古屋過労死弁護団からは、 「過労

死110番 」のとりくみが報告されまし

た。名古屋では、相談総件数249件 。

愛商連では、全会員19,478名のなか

から約10分の1の 会員を抽出、1.838

名の健康調査を行ないました。回収率

は、1,718名 (95.95%)で した。調査

の結果、健康問題が非常に気がかりに

なっていながら、医者にもかかれない

実態が、浮きぼりにされました。また

、店を閉めて病院へ行けば、売上げ減

になるので生活できないという実情で

す。

民医連の高血圧調査会では、降圧剤

治療中の50才代男性労働者における脳

心事故発症と長時間拘束との関連を約

8400人の高血圧患者を登録し、脳心事

故発症を集団的、 経 時的に調べまし

た。長時間労働をするものが′ふ筋梗塞

や脳卒中で倒れやすいことを追跡調査

から証明することができました。

名高教から、故.林 欽司教諭の過労

死認定申請が 「公務上」と決定された

と喜ばしい報告がされました。

(事務局)



「人間らしく生き、人間らしく働く

ために」のスローガンのもとに

愛労連第6回臨時大会開催
愛知県労働組合総連合は、2/8第 6

LD3臨時大会を名古屋市教育館にて開催

し、 「92国 民呑闘方針」を決定しま

した。

方針では、大幅賃金引き上げのたた

かいと、人間らしく生き、人間らしく

働くことを実現するため、労働時間短

縮のたたかいを決定しました。

具体的な運動として、

① 1992年 度末までに総労働時間1800

時間実現を展望しつつ労働時間の短

縮をめざすたたかいをすすめる。

② 労 働時間短縮を求める 「人間回復

署名」運動をとりくむ。

③ 毎 月第 2水 曜周を愛知の 「ノ
ー ・

残業デー」として宣伝行動を実施す

る。

④  「 労働時間短縮アピ
ール」の発表

「労働時間短縮をめざすシンポ」の

開催をする。

⑤  「 過労死 ・長時間
・超過密労働を

なくし、人間らしい生活」の実現

をめざす、共同行動組織を結成す

る。

⑥ 組 織内学習宣伝を金労連の 「時短

ビデオ」を使つて行なう。

(売 値5000円)

⑦  「 県内連鎖キャラバン」を3/5～

3/22までのゾーンで行なう。

(愛労連春闘方針より抜粋)

大同特殊鋼の過労死労災認定

愛知労働基準局へ要請書提出

大同特殊鋼過労死労災認定闘争は、

大同特殊鋼 ・星崎工場と知多工場でお

きた、過労による在職死亡者のうち4

名の家族が、労災認定をもとめて
'90

年7月 に労働基準監督署に労災申請を

提出したものです。

貸知健康センター ・名南労連 ・愛労

運は、 「名古屋南部から在職死亡をな

くし健康と家庭を守る連絡会」 「大同

特殊鋼から在職死亡をなくす会」を支

援協力し、労災認定闘争をすすめてい

るものです。

今までに、故M氏 と故S氏 の医師の

意見書は提出しましたが故W氏 と故D

氏の医師の意見書は、会社側の拒否に

よって健康診断個人表が入手できず、

意見書の提出ができていません。

そのため、2/7隻 知労働基準局に

故人にかかわる資料の提出を会社側に

行政指導するよう要請しました。

なお、故M氏 と故 S氏 については、

公正な認定をおこなうよう強く要請を

おこないました。

要請には、5団 体の代表と愛知健康

センターの事務局も参加しました。

(事務局)
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趣味でストレスを制す
ストレスによって、おきる身体的疾

患は、胃かいよう、高血圧症、動脈硬

化症、椀ふ症などの多くの成人病があ

ります。

さらに、白律印 、,こ場症、

うつ病などの精神 ・神縫疾患もありま

す。

現代をたくましく生き抜くには、ス

トレスの解消をうまくやれるかどうか

がカギです。

労働省のアンケート調査によると、

サラリーマンの6害町はイ士事が終ったあ

と、赤ちょうちんで酒を飲みながら憂

さを晴らし、女性の6割 はおしゃべり

によってストレスを解消しているそう

です。

ホロ酔いのカラオケは結構ですが、

飲みすぎて肝lldをこわすなどしては元

も子もありません。

人間は生涯仕事
二
筋で生きられるも

のではありません。肉体ではなく精神

の栄養剤として、何らかの文化的活動

をしたいものです。

俳旬、川柳、短歌あるいは写真、絵

画、旅行予などなんでも結構です。

スポーツも効果的。 「自分の好きな

趣味をもち、それを絶対死守せよ」と

精神科医の中沢正大先生は指摘してい

ま
‐
9~。

(南医療生協 「健康の友」より転載)

li!!i
時間外労働の規制と

=エ ブ【 1務 賀正 と ,ま

労働時間について、改定労働基準法

第32条では、次のように規定していま

す。 「①使用者は、労働者に、休憩時

間を除き上週間について40時間を越え

て、労働させてはならない。②使用者

は、 1週 間の各国については、労働者

に休憩時間を除き_1日について8時 間

を越えて、労働させてはならない。」

ただし、通40時 間労働制について

は、柳!令により当面46時 間、1991年

4月 から44時間と段階的に短縮する、

とされています。

1週間と 1日 の法定労働時間は、こ

の労基法第32条が基本であり、使用者

は、労働者に法律で定められた条件を

満たす場合以外は、この法定時間を越

えて労働させてはならないのです。

しかも、この第32条に違反した場合

は、労基法第119条 により 「oヶ 月以

処する」との刑罰が課せられます。

使用者が、労働者に、時間外勤務を

させても罰せられないためには、次に

述べる労基法に基づいて条件を満たさ

なければなりません。

三二/ヽ 桟第 AL

労働基準法第38条は 「使用者は、当

該事業場に、労働者の過半数で組織す

る労働組合がある場合においてはその



労働組合、労働者の過半数で組織する

労働組合がない場合においては労働者

の過半数を代表するものとの書面によ

る協定をし、これを行政官庁に届け出

た場合」について定めており、この36

条に基づいた 「時間外労働 ・休日労働

に関する労使協定」を
一
般の二六協定

とよんでいます。

法的には、労働者側が拒絶するかぎ

り、時間外労働を強制することはでき

ないのです。

二六協定を結ぶときには、労働者の

健康と私生活を守る立場を賞き、労基

法基準を上回る条件、とくに割 り増し

賃金の引き上げを獲得することが肝要

です。アメリカ、オランダでは、5割

増ですし、オース トラリアでは、最初

の 3時 間までは5割 増でそれ以上の場

合には 10割 増なのです。

労基法の2割 5分 増の割増賃金は外

国と比べるとかなり見劣 りするので、

時間外労働削減のためにも引き上げを

重視することが必要です。

時間数については、労働省は、1989

年2月 15日に行政指導α)基準とtンて、

上限について次の表のように目安を定

めました。この規制は長すぎますから

、これ以下に短縮することです。

人間 らしく生 き働 くための

第1期 いのちと健康大学
総合的に、 「いのちと健康を守る」

運動と課題を学習いたします。

第 1回～ 9四 までありますので、金

課程の受講でも、選択課程でも結構で

す。 時 間は毎回 18:30～ 20:30

第 1回  2月 25日 (火)
「いのちと健康を守るとりくみの

歴史」 (山田信也氏)

第 2回  3月 10日 (火)
「長時間労働と過労死をなくすた
めに」 (佐々木昭三氏)

第 3回  3月 24日 (火)
「人間らにノい生活と 労 働時間短

縮」 (伊藤欽次氏)

第 4 LB1 4月 7日 (火)
「夜勤 ・交替制労働と 私 たちの

健康」 (小野雄
一
部氏)

第 5回  4月 21日 (火)
「職場の労働安全衛生活動のすす
め方」 ( 交 渉中 )

第 6回  5月 12日 (火)
「私たちの労働 。生活と成人病」

(徳田 秋  氏 )

第 7回  5月 26日 (火)
「ス トレス時代を 生 き抜くため

に」    ( 交 渉中 )

第 8回  6月 9日  (火 )
「高齢化社会の到来と私たちの権

利と ・社会保障」 (交渉中)

第 9回  6月 23日 (火)
「いのちと健康を守るとりくみの

視点と今後の方向」 (山田信也氏)
*辛 ネ * * *求 * *率 * * * *

場所 :高齢者労働会館2F会議室

定員 :50名

参加費 :全課程 9000円 (10000円)
1回   1500円 (1800円)
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